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学位論文内容の要旨
12欝牡心電階の走査肥大診断基準について､心エコー圃蛭と対比検粧し､自助心電際解
析にて得たタイムパラメータ､特に qTdi叩色176iom(qn;D)の診断的意轟を検討した｡対
卓は､心エコー 図牡にて静断された左亀肥大例 (n咋Ⅰ)73例 :男性40卓.女性33名.辛
均年齢67歳､non･tlW 例80例 :男性48名.女性3宝島,平均年齢61歳であった｡方法
は､デジタル心奄計にで12帝導心髄鼠を記放し､フタダ心亀陶解析ソフト(7クダ亀子)
を用いて現在用いられている波高基準に加え､Q恥､耶 博､その帝拳闘のバラツキtqrbD､
QR別コ)尊につき解析､比故検討を行ったB鈷果､走査肥大診断基準として,卿 +地 LX
qTb>16加 Bとすると感度 69.9%､特異度 7乱6%であった｡また､qTtD>60mB､Com8u
ⅦlhBePrO血ct>帥BnV･m臥SやT教化の3指横のうち､之つ以上の基準を満たしたもの
を陽性とした埠合､感度86.望%､特異度86.3%であった｡以上により.工ⅣHの心屯固診断
基準としてqT血甲er8ionやQRS幅 等のタイムパラメータ を披商の轄噂に加えることに
より､診断株度を改替することが明らかとなった｡
論文審査の結果の要旨
肋文辞資貫昏;
車研究は日本人を射創 こ畠盛肥大静脈時に13顔等デジタル心亀岡を用いて日勤解
析の有用なJiラメータ-の蝕鼓を拭みた研究である｡
ヰ研究により定盤肥大食掛 こ波高船積に中TdやQRS幅などのタイムバヲメータ-
を加えることにより.静断純度の有意な改善を温めた｡この顔異は鶴床に応用可能
な蓋重な知見を藤たものとしで儀舷ある井故であると認める｡
よって.本研究は保建学博士の学位を得る資格があると倦める｡
